
42
の
金
融
機
関
が
参
加
す
る

決
済
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
誕
生

　

10
月
25
日
、
全
国
42
の
金
融
機
関

の
担
当
者
が
集
結
し
、
全
銀
シ
ス
テ

ム
を
経
由
し
な
い
新
た
な
決
済
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
開
発
を
目
指
す

「
国
内
外
為
替
の
一
元
化
検
討
に
関

す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
第
１
回

全
体
会
が
開
か
れ
た
。
金
融
界
に
新

風
を
吹
き
込
ん
だ
の
は
Ｓ
Ｂ
Ｉ
グ
ル

ー
プ
だ
。
Ｓ
Ｂ
Ｉ
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
技
術
を
活
用
し
た
決
済
基
盤
を

提
供
し
て
い
る
米R

ipple

（
リ
ッ
プ

ル
）
へ
出
資
を
行
う
と
と
も
に
、
日

本
を
含
む
ア
ジ
ア
地
域
で
事
業
展
開

を
行
う
合
弁
会
社
「
Ｓ
Ｂ
Ｉ
リ
ッ
プ

ル
・
ア
ジ
ア
」
を
共
同
で
設
立
し
た
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
リ
ッ
プ
ル
の

決
済
基
盤
を
用
い
た
新
た
な
決
済
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
２
０

１
７
年
に
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
活

用
し
た
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
実
用
化
を

目
指
す
も
の
だ
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
事
務
局
を
務

め
る
Ｓ
Ｂ
Ｉ
リ
ッ
プ
ル
・
ア
ジ
ア
の

沖
田
貴
史
代
表
取
締
役
は
、
会
議
の

冒
頭
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
具
体
的

に
目
指
す
も
の
と
し
て
「
国
内
外
為

替
の
一
元
化
」「
24
時
間
リ
ア
ル
タ

イ
ム
決
済
」「
送
金
コ
ス
ト
削
減
に

よ
る
新
市
場
の
獲
得
」
の
３
点
を
あ

金
融
機
関
で
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
活
用
し
た
新
た
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
数
日
か
か
っ
て
い
た
海
外
送
金
の
時
間
を
数
秒
に
短
縮
で
き
た
り
、
送

金
手
数
料
を
大
幅
に
引
き
下
げ
た
り
と
、
顧
客
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
波
が
押
し

寄
せ
る
な
か
、
金
融
機
関
が
取
り
組
む
次
世
代
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
状
況
を
追
っ
た
。
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ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
Ｆ
Ｆ
Ｇ
）と
長
崎
県
に
本
拠
を
お
く
十
八

銀
行
は
11
月
10
日
、
経
営
統
合
の
た
め
の
臨
時
株
主
総
会
の
延
期
を
発
表
し
た
。

公
正
取
引
委
員
会
の
企
業
結
合
審
査
が
当
初
の
想
定
ど
お
り
に
進
ん
で
お
ら
ず
、

来
年
４
月
を
予
定
し
て
い
る
経
営
統
合
の
延
期
も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
。
公
取
委

は
、
シ
ェ
ア
が
高
ま
る
こ
と
で
競
争
が
制
限
さ
れ
る
と
し
て
、
引
き
続
き
慎
重
に

判
断
す
る
構
え
だ
。
県
内
シ
ェ
ア
が
大
き
く
高
ま
る
経
営
統
合
が
は
た
し
て
認
め

ら
れ
る
の
か
、
地
銀
再
編
の
行
方
を
占
う
案
件
と
し
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

公
取
委
審
査
で
袋
小
路
に
は
ま
っ
た

Ｆ
Ｆ
Ｇ
と
十
八
銀
行
の
経
営
統
合

進
展
し
な
い
公
取
委
審
査

　

Ｆ
Ｆ
Ｇ
と
十
八
銀
行
が
経
営
統
合

に
つ
い
て
基
本
合
意
し
た
の
は
２
月

26
日
。
当
初
の
予
定
で
は
、
８
月
に

最
終
契
約
を
締
結
し
、
12
月
に
臨
時

株
主
総
会
を
開
い
た
う
え
で
２
０
１

７
年
４
月
に
経
営
統
合
、
そ
し
て
18

年
４
月
に
長
崎
県
に
本
拠
を
お
く
Ｆ

Ｆ
Ｇ
傘
下
の
親
和
銀
行
と
十
八
銀
行

が
合
併
す
る
運
び
に
な
っ
て
い
た
。

　

統
合
が
実
現
す
れ
ば
、
Ｆ
Ｆ
Ｇ
の

総
資
産
は
単
純
合
算
で
約
20
兆
４
１

３
３
億
円（
連
結
ベ
ー
ス
、16
年
９
月

末
時
点
）
と
な
り
、
地
銀
ト
ッ
プ
に

躍
り
出
る
。
た
だ
し
、
長
崎
県
内
ト

ッ
プ
地
銀
で
あ
る
十
八
銀
行
と
２
位

の
親
和
銀
行
が
統
合
す
る
と
、
２
行

の
単
純
合
算
で
の
貸
出
金
の
県
内
シ

ェ
ア
は
民
間
金
融
機
関
ベ
ー
ス
で
約

７
割
に
達
す
る
。
Ｆ
Ｆ
Ｇ
の
柴
戸
隆

成
社
長
は
２
月
の
会
見
で
、
公
取
委

と「
届
出
前
相
談
」を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、「
速
や
か
に
正

式
な
届
出
を
し
た
い
。
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
必
ず
承
認

さ
れ
る
と
思
う
」
と
話
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
届
出
書
の
提
出
は
６

月
８
日
に
ず
れ
込
ん
だ
。
２
月
の
会

見
で
は
、
公
取
委
に
提
出
す
る
市
場

シ
ェ
ア
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、「（
地

銀
、
信
金
な
ど
に
加
え
て
）
政
府
系

金
融
機
関
や
ノ
ン
バ
ン
ク
等
も
含
め

た
数
字
（
シ
ェ
ア
50
％
程
度
）」（
福

岡
銀
行
の
吉
田
泰
彦
専
務
）
で
調
整

し
て
い
る
と
し
て
い
た
が
、
公
取
委

が
そ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

時
間
を
要
し
た
と
み
ら
れ
る
。
公
取

委
は
７
月
８
日
、
両
行
の
経
営
統
合

に
つ
い
て
第
２
次
審
査
に
入
る
こ
と

を
公
表
し
、
Ｆ
Ｆ
Ｇ
お
よ
び
十
八
銀

行
に
追
加
の
報
告
を
要
請
し
た
。

　

Ｆ
Ｆ
Ｇ
と
十
八
銀
行
は
11
月
10
日
、

経
営
統
合
の
た
め
の
臨
時
株
主
総
会

の
延
期
を
発
表
し
た
が
、
そ
も
そ
も

両
行
の
追
加
報
告
は
い
ま
だ
に
受
理

さ
れ
て
い
な
い
と
み
ら
れ
、「
来
年

４
月
の
統
合
延
期
も
視
野
に
入
る
」

（
銀
行
ア
ナ
リ
ス
ト
）
状
況
だ
。

公
取
委
の
目
線
は

競
争
の
確
保

　

経
営
統
合
な
ど
の
企
業
結
合
審
査

に
お
い
て
、
公
取
委
は
、
届
出
書
を

受
理
し
て
か
ら
30
日
以
内
に
第
２
次

審
査
に
入
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。

第
２
次
審
査
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
当
事
会
社
に
追
加
の
報

告
等
を
求
め
、
そ
れ
を
受
理
し
て
か

ら
90
日
以
内
に
そ
の
結
果
（
①
問
題

な
い
か
、
②
問
題
解
消
措
置
を
前
提

に
す
れ
ば
問
題
な
い
か
、
③
排
除
措

置
命
令
を
行
う
か
）
を
公
表
す
る
。

　

企
業
結
合
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、

営
業
地
盤
と
な
る
各
地
理
的
範
囲

（
経
済
圏
）
の
な
か
に
、
競
合
相
手

が
存
在
す
る
か
否
か
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。
こ
れ
は
需
要
者
に
と
っ
て
の

代
替
性
の
観
点
で
あ
り
、
た
と
え
ば

当
事
会
社
が
貸
出
金
利
を
上
昇
さ
せ

た
場
合
に
、
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
他
の
金
融
機
関
を
顧
客
が
選

択
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
審
査
で
の
公
取
委
の
考
え

方
は
、
毎
年
公
表
さ
れ
る
「
主
要
な

企
業
結
合
事
例
」
に
垣
間
見
え
る
。

　

６
月
に
公
表
さ
れ
た
15
年
度
版
で

は
、
15
年
10
月
に
経
営
統
合
し
た
鹿

児
島
銀
行
と
肥
後
銀
行
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
地
理
的
範
囲
は
市

町
村
単
位
で
検
証
さ
れ
、
信
金
や
信

組
に
つ
い
て
は
「
隣
接
市
場
」
に
属

す
る
と
し
て
競
争
圧
力
は
限
定
的
と

判
断
し
た
も
の
の
、
他
の
地
銀
や
都

市
銀
行
か
ら
の
競
争
圧
力
が
引
き
続

き
働
く
こ
と
な
ど
を
認
め
た
。
14
年

10
月
に
統
合
し
た
東
京
都
民
銀
行
と

八
千
代
銀
行
の
事
例
で
も
同
様
だ

（
14
年
度
版
）。
し
か
し
、
十
六
銀
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小
幅
引
下
げ
の
可
能
性
が
浮
上

　

預
金
保
険
機
構
は
来
年
度
の
預
金

保
険
料
率
に
つ
い
て
関
係
者
と
の
調

整
を
進
め
て
お
り
、
来
年
３
月
に
開

催
す
る
預
保
の
「
運
営
委
員
会
」
で
、

17
年
度
以
降
の
預
金
保
険
料
率
が
引

き
下
が
る
可
能
性
が
浮
上
し
て
い
る
。

　

預
保
は
15
年
１
月
、「
責
任
準
備

金
（
準
備
金
）
が
21
年
度
末
に
５

兆
円
程
度
に
な
る
よ
う
に
積
み
立
て

る
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
定
め

た
。
と
こ
ろ
が
、
金
融
機
関
の
預
金

の
堅
調
な
伸
び
を
背
景
に
、
預
保
の

想
定
よ
り
も
準
備
金
が
早
く
積
み
上

が
っ
て
お
り
、
16
年
３
月
期
の
準
備

金
は
２
兆
７
９
２
５
億
円
（
前
年
比

４
１
２
１
億
円
増
）
に
達
し
た
。

　

預
金
の
伸
び
が
想
定
よ
り
も
早
く

積
み
上
が
っ
て
い
る
の
は
、
今
年
２

月
に
導
入
さ
れ
た
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
に
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
バ

ン
ク
市
場
で
資
金
運
用
し
て
い
た
年

金
基
金
や
生
保
・
損
保
が
、
都
銀
や

信
託
銀
行
の
預
金
に
資
金
を
シ
フ
ト

さ
せ
る
動
き
が
あ
る
た
め
だ
。
そ
の

ほ
か
、「
高
齢
者
の
年
金
が
民
間
金

融
機
関
の
預
金
口
座
に
滞
留
し
て
い

る
」（
関
係
者
）
と
い
っ
た
要
因
も

あ
る
と
み
ら
れ
、
15
年
度
の
被
保
険

預
金
の
増
加
額
は
30
兆
円
（
前
年
同

期
比
３
・
２
％
増
）
と
高
い
伸
び
を

示
し
た
。
現
在
の
預
金
の
増
加
ペ

ー
ス
が
当
面
続
く
と
仮
定
す
れ
ば
、

「
準
備
金
５
兆
円
」
が
１
年
前
倒
し

の
20
年
度
末
に
達
成
で
き
る
可
能
性

が
高
い
。

　

預
保
が
15
年
１
月
に
発
表
し
た

検
討
会
の
資
料
に
は
、「
金
融
情
勢

の
変
化
に
注
意
深
く
確
認
し
な
が
ら

（
料
率
が
適
切
か
ど
う
か
）
対
応
」

す
る
と
の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
預
金
量
の
伸
び
、
破
綻
発
生
の

状
況
、
金
融
経
済
情
勢
等
を
ふ
ま
え
、

適
切
な
料
率
を
総
合
的
に
検
証
す
る

作
業
が
足
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
来
年
度

以
降
の
料
率
引
下
げ
の
可
能
性
だ
。

預
保
と
の
協
議
を
進
め
て
き
た
地
域

金
融
機
関
幹
部
は
、「
料
率
は
来
年

度
、
最
低
で
も
０
・
０
３
８
％
〜
０

・
０
４
０
％
程
度
に
引
き
下
が
る
だ

ろ
う
」
と
の
手
応
え
を
示
す
。

「
料
率
引
下
げ
」の
大
合
唱

　

預
金
保
険
料
率
は
15
年
度
、
準
備

金
の
積
上
が
り
を
背
景
に
０
・
０
８

４
％
（
一
部
保
険
料
返
還
後
で
は
０

・
07
％
）
か
ら
０
・
０
４
２
％
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
。
料
率
の
引
下
げ
効

果
は
絶
大
で
、
あ
る
銀
行
ア
ナ
リ
ス

ト
は
「
16
年
３
月
期
の
銀
行
決
算
全

体
で
８
４
３
億
円
程
度
の
経
費
削
減

効
果
を
も
た
ら
し
た
」
と
指
摘
す
る
。

た
と
え
来
年
度
以
降
の
料
率
が
０
・

０
０
２
〜
０
・
０
０
４
％
㌽
程
度
の

小
幅
の
引
下
げ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

預
貸
率
の
低
い
地
域
金
融
機
関
に
と

っ
て
、
そ
の
恩
恵
は
大
き
い
。

　

実
際
、
今
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た

全
国
信
用
金
庫
大
会
で
、
佐
藤
浩
二

会
長
（
多
摩
信
用
金
庫
会
長
）
は

「
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
続
く
間
は
、

預
金
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
、
責
任

準
備
金
の
積
立
目
標
５
兆
円
の
達
成

時
期
を
遅
ら
せ
る
措
置
を
講
じ
る
こ

と
は
十
分
に
可
能
」
と
発
言
し
、
料

率
引
下
げ
を
公
の
場
で
金
融
当
局
に

強
く
求
め
た
。
あ
る
地
銀
幹
部
も

「
準
備
金
の
目
標
水
準
や
達
成
時
期

と
い
っ
た
従
来
の
目
標
を
見
直
し
、

預
金
保
険
料
率
を
現
在
の
０
・
０
４

２
％
か
ら
０
・
02
％
程
度
に
下
げ
て

ほ
し
い
」
と
話
す
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
に
よ
っ
て
利
益
水
準
が
低

下
す
る
な
か
、
料
率
引
下
げ
を
求
め

る
声
は
強
ま
る
一
方
だ
。

　

し
か
し
、
預
金
動
向
は
さ
ま
ざ
ま

な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
影
響
す
る
た
め
、

将
来
予
測
は
「
き
わ
め
て
む
ず
か
し

い
」（
関
係
者
）。
預
保
は
今
回
も
引

下
げ
に
慎
重
な
対
応
を
崩
し
て
い
な

い
と
み
ら
れ
る
。
来
年
３
月
の
運
営

委
員
会
に
向
け
て
、
料
率
引
下
げ
の

議
論
が
ふ
た
た
び
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し

そ
う
だ
。 

（
本
誌
　
武
下 

毅
）
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